
漢
文
句
法
１ 

再
読
文
字
【
問
題
】 

                         

  

【
練
習
】
□
に
送
り
仮
名
を
入
れ
、
傍
線
部
を
書
き
下
し
、
口
語
訳
せ
よ
。 (

 
 
 

は
置
き
字) 

  
 
 
 

ハ
レ
テ 

リ  
 

 

け
い
ニ 

 
 
 

□ 

し
ラ 

１ 

養 

在
二

深
閨
一 

人 

未
レ

識 
 

人 

世
間
の
人
々 

書
き
下
し
文 

口
語
訳 

 
 
 
 
 

   

か
か
ゲ  

ク
シ
テ 

 

□ 
  

な
サ  

リ
ヲ 

２ 

孤
燈
挑 

尽 
 

未
レ

成
レ

眠 
 

成
眠 

眠
る 

(

書) 

(

訳) 

 
 
   

ヅ
カ
ラ   

   
   

   
  

シ 
 

 

□ 

か
つ
テ 

 
 
 

セ 

３ 

身 
 

七
十
余
戦
、
未
二

嘗 

敗
北
一

。 

嘗 

こ
れ
ま
で 

(

書) 

(

訳) 

 

１
（
そ
の
女
性
は
）
家
の
奥
深
く
で 

大
切
に
育
て
ら
れ
―
―
。
〈
白
居 

易
・
長
恨
歌
〉 

２(

物
思
い
に
耽
っ
て
い
る
と)

灯 
 
 
 
 
 
 

 

火
を
燃
や
し
尽
く
し
て
も
―
―
。 

〈
白
居
易
・
長
恨
歌
〉 

３
自
ら
七
十
回
あ
ま
り
戦
い
―
― 

〈
史
記
・
垓
下
の
戦
〉

猶  

･

由 

盍  

 宜  

 須  

 当･

応 

将･

且 

未 

漢
字 

猶な

ホ
―
ノ(

ガ)

ご
と
シ 

・
名
詞 

＋
ノ 

  
 

・
連
体
形
＋
ガ 

盍な
ん

ゾ
―
ざ
ル 

宜よ
ろ

シ
ク
―
べ
シ 

須
す
べ
か

ラ
ク
―
べ
シ 

当ま
さ

ニ
―
べ
シ 

 

将ま
さ

ニ
―
ン
ト
す 

未 い
ま

ダ
―
ず 

読
み 

ち
ょ
う
ど
―
の
よ
う
だ 

―
と
同
じ
だ 

ど
う
し
て
―
し
な
い
の
か 

(

い
や
す
れ
ば
よ
い･

す
べ
き
だ) 

―
す
る
の
が
よ
い 

ぜ
ひ
―
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

・
当
然
―
す
べ
き
だ 

・
き
っ
と
―
だ
ろ
う 

(

今
に
も)

―
し
よ
う
と
す
る 

ま
だ
―
な
い 

訳 



□ 
 

カ 
  

ム 
  

ヲ 
  

ヲ  

な
り  

  

４ 

未
レ

聞
二

好
レ

学 

者
一

也
。 

学 

学
問 

也 

―
で
あ
る
。
訳
さ
な
く
て
も
よ
い
。 

□ 

(

書) 

(

訳) 

 
  

  

か 

と
う
ノ 

せ
つ
そ
ん 

ぎ 
  

□ 
 
 

カ
□
□ 

５ 

河
東 

薜
存
義 

将
レ

行
。 
行 

旅
立
つ 

 

(

書) 

(

訳) 

 
 
 
 

□   

ラ
□
□  

そ
ノ  

ヲ 

６ 

将
レ

限
二 

 
 
 

其 

食
一

。  
 
 

限 

制
限
す
る 

食 

食
料 

 
  

 
 

 
 

(

書) 

(

訳) 

 
 
 
 
 
 
 
  

□ 
 

デ
テ 

か
り
セ
□
□  

ぼ
く
ス 

こ
れ
ヲ 

７ 

西
伯 

将
二

出 
 

猟
一

、  
 

卜
レ 

之
。 

出 

出
か
け
る 

(

書) 

(

訳) 

た
ち
ま
チ 

  

レ
バ 

 

じ
ゆ  

し
ノ  

□ 
 

い
ラ
□
□ 

 
 
 
 

ニ           
 

リ  

ぢ
ゆ
つ
て
き 

そ
く
い
ん 

の 

８ 

今
人
乍 

見 

孺
子 

将
一レ  

入
二 

 
  

於
井
一

、 

皆
有
二

怵
惕 

惻
隠
乃
心
一

。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

ル
ヲ 

入 

落
ち
る 

井 

井
戸 

 
 
 

(

書) 

(

訳) 

 
 

 

ゲ
テ  

ヲ  

□ 
 

う
タ
□
□  

そ
ノ  

ヲ 

９ 

挙
レ

足 

将
レ

搏
二 

 
 
 
 

其 

輪
一

。  

搏 

攻
撃
す
る 

輪 

車
輪 

(

書) 

(

訳) 

    

    

４
〈
論
語
〉 

５
河
東
の
薜
存
義
が
―
―
。
〈
柳
宗
元
・ 

 
 

送
薛
存
義
序
〉 

６
〈
列
子
・
朝
三
暮
四
〉 

７
西
伯
は
―
―
、
こ
れ
を
占
っ
た
。 

〈
史
記
・
太
公
望
〉 

８
い
ま
突
然
、
幼
児
が
―
―
の
を
見
る
な 

 

ら
ば
、
皆
驚
き
哀
れ
む
心
が
生
じ
る
。 

〈
孟
子･

四
端
〉 

９
か
ま
き
り
は
前
足
を
上
げ
て
―
―
。 

〈
荘
子
・
蟷
螂
之
斧
〉 

 



 
  

 
 

キ
テ 

 

ヲ 
 

□ 
 

マ
□
□ 

10 

引
レ

酒 
且
レ

飲
。 

(

書) 

(

訳) て
う 

  

□ 

う
タ
□
□ 

え
ん
ヲ 

 
 

11 

趙 

且
レ

伐
レ  

 

燕
。 
趙･

燕 

国
名 

伐 

攻
め
る 

(

書) 

(

訳) て
い
ひ
と
ニ  

リ 
 

□  
 

ハ
□
□ 

く
つ
ヲ 

12 

鄭
人 

有
二

且
レ

買
レ 

 

履   

者
一

。 
 
 
 
 

 
 

 

□ 

(

書) 

(

訳) う
チ 

は
い 

ヲ  
 
   

ざ
ニ   

セ 

こ
れ
ヲ 

し
か
ら
ず
ン
バ 

な
ん
ぢ
ガ  

ぞ
く 

 
   

  

□ 
 

な
ラ
□
□ 

 

ト 

と
り
こ
ト
ス
ル 

13 

撃
二 

沛
公 

於
坐
一

殺
レ

之
。
不
者
、 

若 
 
 

属
皆 

且
レ

為
レ     

所
レ

虜
。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

為
所
虜 

捕
虜
に
さ
れ
る 

 

(

書) 

(

訳) す
み
や
カ
ニ 

 

リ 

ぐ
ゐ
せ
い
ノ 

か
う
べ
ヲ 

タ
レ 

 
 

ず
ン
バ 

し
か
ラ 

  

□  

ほ
ふ
ラ
□
□ 

た
い
り
や
う
ヲ 

14 

速 
 

斬
二

魏
齊 

頭
一 

来
。
不
レ 

然
、
且
レ 

屠
二    

   

大
梁
一

。  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

  

 
 
  

 
 

屠 

皆
殺
し
に
す
る 

大
梁 

地
名
。
魏
国
の
都

(

書) 

(

訳) 

 
  

   

ビ
テ 

ニ 
 

□ 
  

 
 

ス  
   

    
 
 

ハ 
 
 
 

タ 
 

ヲ 

15 

及
レ

時 

当
二

勉
励
一 

歳
月
不
レ

待
レ

人 
 

勉
励 

努
め
励
む 

 
   

   
   

   
  

  

□ 

(

書) 

(

訳) 

 
  

 

わ
れ   

□  
 

タ
ル 

 
 

ニ 

16 

吾 

当
レ

王
二

関
中
一

。 
 

吾 

私 
 

 
   

   
     

□ 

(

書) 

(

訳) 

 

10
酒
を
引
き
寄
せ
て
―
―
。
〈
戦
国
策
・ 

 

蛇
足
〉 

 

11
〈
戦
国
策
・
漁
父
之
利
〉 

 

12
鄭
の
国
の
人
で
、
―
―
。
〈
韓
非
子
・ 

買
履
忘
度
〉 

 

13
沛
公(

劉
邦)

を
宴
席
で
襲
っ
て
殺
せ
。 

そ
う
し
な
け
れ
ば
、
お
前
た
ち
は
皆
― 

―
。
〈
史
記
・
鴻
門
之
会
〉 

 

14
早
く
魏
斉
の
首
を
切
っ
て
持
っ
て 

来
い
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
―
―
。〈
十 

八
史
略
〉 

 

15
適
当
な
時
期
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
― 

―
。
歳
月
は
人
を
待
っ
て
い
て
は
く
れ 

な
い
。
〈
陶
潜･

雑
詩
〉 

 

16(

私
が
最
初
に
秦
を
破
っ
て
関
中
に 

入
っ
た
の
だ
か
ら
、)

―
―
。
〈
史
記
・ 

法
三
章
耳
〉 



 
  

  

た
い 
し   

ヒ
テ 

こ
れ
ヲ 

い
ハ
ク 

 

□ 
 

も
つ
テ  

ヲ  

い
の
ル 

17 

太
史
占
レ 

之 
 

曰
、｢

当
二 

以
レ

人 

祷
一

。｣
 

 

以
人 

人
を
生
け
に
え
と
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

□
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

(

書) 

(

訳) 

 
 
 
 
 
 

 

□ 
 

す
す
リ
テ   

ヲ 
 
   

 

ム 
 

し
よ
う
ヲ 

18
「
王
当
二

歃
レ 

 

血
而
定
一レ  

従
。
… 

定
従 

同
盟
を
誓
う 

 
   

   
   

  
 

□ 

(

書) 

(

訳) し
か
レ
ド
モ 

こ
レ 

 

□ 

よ
ル 

    
  

ニ 

19 

然  
 

此 

当
レ

由
二

貧
困
一

。

 
   

   
   

   
   

   
 
 
   

□ 

(

書) 

(

訳) 

  
 

 
 
 

シ
テ 

 
 

ギ 
   

   
   

 
 

ヲ 
 

□ 
 

タ
ル 

   
   

ニ 

20 

不
レ 

過
二

三
十
年
一

当
レ

王
二 

天
下
一

。  
 

 
   

   
   

   
  

  
 
  
   

   
   

   

□ 

(

書) 

(

訳) 

 
  

  
 
 
 

 

は
か
ル
ニ 

そ
ノ 

 

ヲ 
 

く
れ
ニ
ハ   

□   

ル 
 

ば
り
ょ
う
ニ 

21 

孫
子
度
二  

 

其 

行
一

、
暮 

 

当
レ

至
二

馬
陵
一

。 
 

馬
陵 

地
名 

 
   

   
   

    
    

   
  
   

   
  

□ 

(

書) 

(

訳) 

 
 
 
 
 

□ 
 

リ
テ            

ゆ
ク 
 
 

ニ        

も
つ
テ 

お
こ
ラ
ン
ト 

22 ｢

当
下

有
二

聖
人
一

適
上
レ   

周
。
周
以 

興
。｣    

 
   

   
   

□ 有 

現
れ
る 

適 

行
く 

周 

国
名 

(

書) 

(

訳) 

        

17
太
史
が
こ
の
干
ば
つ
を
占
っ
て
言
う 

に
は
、
―
―
。
〈
十
八
史
略
〉 

 

18
（
毛
遂
が
楚
王
に
言
う
に
は
）
「
王
は 

―
―
。
〈
十
八
史
略
〉 

 

19
そ
れ
に
し
て
も
こ
れ(

お
前
が
盗
み 

を
働
こ
う
と
し
た
の)

は
、
―
―
。〈
後 

漢
書
・
梁
上
君
子
〉 

 

20(

占
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
そ
の
人
物 

は)

三
十
年
経
た
な
い
内
に
―
―
。〈
十 

八
史
略
〉 

 

21
孫
子(

孫
臏)

が
そ
の
軍
の
行
程
を
計 

算
し
た
と
こ
ろ
、
日
暮
れ
に
は
―
―
。 

〈
史
記
〉 

 

22(

昔
の
予
言
に
よ
る
と)｢

―
―
。
周
の 

国
は
、
そ
の
聖
人
の
お
か
げ
で
栄
え
る 

だ
ろ
う
。｣ 

と
。
〈
史
記
・
太
公
望
〉 



し
や
う 
い
ハ
ク 

 
 
 
 

  
 

ノ 

の
ち   

   

□ 
 

ル 
 

よ
ク 

ふ
せ
グ 

こ
れ
ヲ 

  

23 

上 
曰
、｢

数
十
歳 

後
、
当
レ

有
二

能 

禦
レ  

之 

者
一

。
… 

 

能 

―
で
き
る 

 

 
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

    
 

□ 

 (

書) 

(

訳) 

 
  

   

よ
ス 

げ
ん
ヲ  

   
 

ノ 

こ
う
が
ん 

し 
  
   

□ 

あ
は
レ
ム 

 
 
  

ノ 
 
 
   

を
う 

24 

寄
レ

言 

全
盛 

紅
顔
子 
応
レ

憐 
 

半
死
白
頭
翁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

   
   

  
 
    

□ 

(

書) 

(

訳) 

     

つ
か
ハ
シ
テ 

と
く
い
う
ヲ 

 

ラ
シ
ム  

ニ  
    

り 

い
ハ
ク 

 
 

□ 
そ
く
た
い
シ
テ 

  

25 

郡
遣
二  

 
 
 

督
郵 

至
レ 

 
 

県
一

。 

吏
曰
、｢

応
二

束
帯 

 
 

 
   

  
 
 
 
 
 
 
 
 
   

   
   

  
 
 
 
 
                

□
ト 

 

ま
み
ュ 

こ
れ
ニ 

見
一レ  

之
。｣   

  
 
 

束
帯 

礼
装 

見 

お
目
に
か
か
る 

之 

督
郵
を
指
す 

(

書) 

(

訳)
  き

つ
た
ん
ノ   

   
   

  

□  
 

ル 

い
う 

し 

26 ｢

契
丹 

兵
、
応
レ

有
二

優
賜
一

。｣ 
 

優
賜 

十
分
な
恩
賞 

 
   

   
   

   
   

  
 
 
 

   
 

□
ト 

(

書) 

(

訳) 

 
  

   
   

  

よ
リ 

 
  
     

タ
ル  

  
 

□ 
 

ル   
   

  

ノ  

ヲ 

27 

君
自
二

故
郷
一

来 

応
レ

知
二

故
郷
事
一 

 

知 

知
っ
て
い
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

  
 

□ 

(

書) 

(

訳) い
う
じ
ん  

□ 
 
 

□  
 

ラ 

28 

幽
人
応
レ

未
レ

眠 
 
 

眠 

眠
っ
て
い
る 

 

 
   

  
 
 
 
 
 

□ 
 

□ 

(

書) 

(

訳) 

 

         

23
皇
帝
が
言
う
に
は
、｢

数
十
年
後(

に 

異
民
族
が
攻
め
て
来
て
も)

、
―
―
。 

〈
十
八
史
略
〉 

 

24
言
っ
て
お
く
こ
と
が
あ
る
、
今
が
人 

生
盛
り
の
若
者
よ
。
―
―
、
半
分
死
に 

か
け
た
よ
う
な
白
髪
頭
の
老
人
を
。 

〈
劉
希
夷･

代
悲
白
頭
翁
〉 

 

25
郡
が
巡
察
官
を
派
遣
し
て
彭
沢
県
に 

行
か
せ
た
。
県
の
役
人
が(

県
の
長
官 

陶
潜
に)

言
う
に
は
、｢(

巡
察
官
に
失 

礼
の
無
い
様
、)

―
―
。｣ 

と
。
〈
晋
書
・ 

陶
潜
伝
〉 

 

26(

契
丹
の
国
主
が
要
求
す
る
に
は) 

｢

我
が
契
丹
の
兵
は
苦
労
し
た
の
だ
か 

ら
、
―
―
。｣ 

と
。
〈
十
八
史
略
〉 

 

27
君
は
私
の
故
郷
か
ら
や
っ
て
き
た
。 

―
―
。
〈
王
維･

雑
詩
〉 

 

28
隠
者
の
よ
う
に
暮
ら
す
君
は
、
―
―
。 

〈
韋
応
物･

秋
夜
寄
丘
二
十
二
員
外
〉 

 
 
 
 
 

  
 
 
   

  



ノ  

お
も
ヒ   

   
   

   
  

な
ん
ぢ 

  

□   

ル 

29 

当
時
父
母 

念 
 

今
日
爾 

 

応
レ

知 
 
 
  

爾 

お
前 

知 

分
か
る･

理
解
す
る 

(

書) 

(

訳) 

 
 

 
 
  

あ
ら
ズ 

   
  

ノ 

ニ 
 
 

  
□
□   

さ
づ
ク  

   
 

ヲ 

30 

皆
非
二 

統
御
才
一

。 
宜
レ  

  

授
二

他
職
一

。｣
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

 

□
ト 

(

書) 

(

訳) 

 
 
 
 

し
う 

ゆ 

じ
や
う
そ
シ
テ 

 
 
 

ニ 
  

い
ハ
ク                          

□
□  
う
つ
シ 

 

ヲ 
 

ク 
 
 

ニ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

ハ 

31 

周
瑜
上
二―

  

疏 

於
権
一

曰
、
「
… 

宜
二 

 

徙
レ 

備 

置
一レ  

呉
。｣  

権
不
レ

従
。 

 
 
  

  
  

   
   

   
   

   
   

   
  
   

   
   

   
   

   
   

   

□
ト              

備 

人
名
。
劉
備(

り
ゅ
う
び)  

呉 

国
名

(

書) 

(

訳) 

 
 
 
 
 

す
で
ニ  

レ
リ   

   
   

□
□ 

   

ク 

ム 
 
 

ヲ 

32 

事
已 

迫 

矣
。
宜
二 

早
定
一レ  

計
。 

 

計 

計
略 

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 

 
 

 

□ 
 
 
  

(

書) 

(

訳) 

 
 
 
 

い
ハ
ク 

 
 
 

ニ
シ
テ 

□
□ 

ひ
そ
カ
ニ 

 

ル 

33 

曰
、｢

途
中 

宜
二 

密 
 

観
一

。｣ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

□
ト 

(

書) 

(

訳) 

 
 

 

た
ダ 

    

ノ
ミ 

 

□
□ 

 
 

ル 
 

 
 

ニ 

34 

惟 

仁
者 

宜
レ 

在
二

高
位
一

。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

□ 

(

書) 

(

訳) 

 

 

      

29
あ
の
当
時
の
父
母
の
思
い
を
、
―
―
。 

〈
白
居
易･

示
劉
叟
〉 

 

30
こ
の
者
た
ち
は
皆
、
部
下
を
統
率
で 

 

き
る
才
能
は
あ
り
ま
せ
ん
。
―
―
。〈
十 

八
史
略
〉 

 

31
周
瑜
が
孫
権
に
進
言
し
て
言
う
に
は
、 

「
―
―
。

｣ 

と
。
し
か
し
孫
権
は
従
わ
な 

か
っ
た
。
〈
十
八
史
略
〉 

 

32
事
態
は
差
し
迫
っ
て
い
る
。
―
―
。 

〈
十
八
史
略
〉 

 

33
皇
帝
が
言
う
に
は
、｢

こ
の
包
み
の
中 

 

身
は
、
お
前
が
帰
る
途
中
で
―
―
。｣  

と
。
〈
十
八
史
略
〉 

 

34
た
だ
仁
を
備
え
た
者
だ
け
が
、
―
―
。 

〈
孟
子
〉



 
 
 
 

け
い
て
う
ノ 

ゐ
ん 

ち
や
う
し
や
う
ハ 

う
ん 

ノ    

ナ
リ 

 
 
 
 

□
□ 

を
ル 

 

ニ 
35 ｢
京
兆 

尹 

張
敞
、 

惲
之
党
友
。
不
レ

宜
レ 

処
レ

位
。
」    

処
位 

高
い
地
位
に
つ
く 
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□
□ 
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て
き
じ
ん 
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ざ
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べ
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な
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ず
ト 

 

□
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ヅ
ク 

こ
れ
ヲ 

36 

敵
人
之
相
不
レ

可
レ 

測 

也
。
不
レ

宜
レ 

近
レ 

 

之
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こ
の
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(
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し
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ら
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と
も
な
ヒ
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と
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□
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37 

暫 
 

伴
二 

 

月
将
一レ  

影 

行
楽
須
レ 
及
レ
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及
春 

春
に
行
な
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書) 

(
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し
や
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た
ん
ジ
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い
ハ
ク 

 

さ
い
し
や
う
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□
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ヰ
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ノ 

ヲ 

38 

上  

歎 

曰
、｢

宰
相 

須
レ 

用
二

読
書
人
一

。｣ 
 

読
書
人 

知
識
人 

 
 
 
 
 
 
 
   

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

□
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(
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□
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ヰ
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さ
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ヲ 

39 

天
下 

須
レ 

用
二

長
槍
大
剣
一

。 

槍 

や
り
。 
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書) 

(

訳) 

 
  
   

し  

い
ハ
ク 

 
  

ギ
タ
ル
ハ  
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ざ
ル
□ 

 

バ 

40 

子
曰
、｢
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猶
レ

不
レ  

及
。
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足
り
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□
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こ
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そ
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ル
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な
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41 

人
之 

有
二

是 

四
端
一

也
、
猶
三

其 

有
二  

四
体
一

也
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□ 

其  

人
を
指
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四
体 

手
足 

(

書) 

(

訳) 

35
「
京
兆
（
首
都
地
域
）
の
長
官
張
敞 

は
、(

処
刑
さ
れ
た)

惲
の
仲
間
で
す
。 

―
―
。｣ 

と
。
〈
十
八
史
略
〉 

 

36
こ
の
敵
の
人
物
の
人
相
を
見
る
と
、   

測
り
知
れ
な
い
大
人
物
で
あ
る
。
― 

―
。｣ 

と
。
〈
十
八
史
略
〉 

 

37
し
ば
ら
く
は
月
と
自
分
の
影
を
友 

 

と
し
て
、
楽
し
い
こ
と
は
―
―
。〈
李 

白･

月
下
独
酌
〉 

 

38
皇
帝
が
た
め
息
を
つ
い
て
言
う
に 

は
、「
宰
相
の
職
に
は
、
―
―
。

｣ 

と
。 

〈
十
八
史
略
〉 

 

39
天
下
を
統
治
す
る
に
は
、
―
―
。〈
十 

八
史
略
〉 

 

40
孔
子
先
生
が
言
う
に
は
、｢

適
当
な 

 

程
度
を
超
え
て
し
ま
う
の
は
、
― 

―
。｣ 

と
。
〈
論
語･

先
進
〉 

 

41
人
間
が
こ
の
四
つ
の
き
ざ
し
を
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す
る
の
は
、
―
―
。｣ 

と
。
〈
孟
子
・ 

四
端
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猶
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今
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見
二

老
子
一

、
其 

猶
レ

龍 

乎
。 

 

乎 

詠
嘆
。
―
だ
な
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後
之
視
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視
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42
劉
備
が
言
う
に
は
、｢
私
に
孔
明
が 

い
て
く
れ
る
の
は
、
―
―
。

｣ 
と
。〈
十 

八
史
略
〉 

 

43
告
子
が
言
う
に
は
、｢

人
間
の
本
性 

と
は
、
―
―
。
〈
孟
子
〉 

 

44
私
は
今
日
老
子
に
会
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た
が
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そ
の 

様
子
は
―
―
。
〈
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記
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45
今
の
音
楽
は
、
―
―
〈
孟
子
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46
後
世
の
人
が
今
を
振
り
返
る
の
は
、 

や
は
り
―
―
。
〈
蘭
亭
序
〉 

 

47
民
衆
が
そ
う
い
う
君
主
に
な
び
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従
う
の
は
、
―
―
。
〈
孟
子
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力
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盍
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本
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49｢

斉
の
よ
う
な
大
国
が
諸
国
の
王
者 

と
な
る
の
は
、
―
―
。｣ 

と
。
〈
孟
子
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50
孔
子
先
生
が
言
う
に
は
、｢

―
―
。｣  

と
。
〈
論
語
〉  

 

51
あ
る
人
が
郝
経
に
話
し
か
け
て
言
う 

に
は
、
「
―
―
。｣ 

と
。
〈
十
八
史
略
〉 

 

52
あ
る
人
が
言
う
に
は
、｢

敵
が
攻
め
て 

き
た
。
―
―
。｣ 

と
。
〈
孟
子
〉 

 

53(

孟
子
が
王
に
勧
め
て
言
う
に
は
、) 

―
―
。
〈
孟
子
〉 
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〈
孟
子
〉 


